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本日のIR Dayでお伝えしたいこと

・「中期ASV経営 2030ロードマップ」発表後、経営・従業員が一体となり、

着実に取り組みを進めている。

ASV指標の達成に向けては、ロードマップを支えるガバナンスの進化や、

イノベーションを創出する無形資産の強化が欠かせない。

・ガバナンスについては、機関設計変更後、取締役会のあり方を柔軟に進化させ続けている。

今年は「取締役会の実効性とは何か」を改めて定義し、執行と役割を分担しながら、

実効性を高める取り組みを推し進めていく。

・無形資産の強化について、本日は特許権・商標権を軸とした知財戦略について取り上げる。

知財戦略を進化させ続けることで、参入障壁と競争優位性を高めながら、

事業モデル変革（BMX）による成長へのシフトを着実に図っていく。
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アミノサイエンス®で

人・社会・地球のWell-beingに貢献する

アミノ酸のはたらきで食と健康の課題解決

＆

ありたい姿の進化
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「中期ASV経営」へのマネジメント変革

コミットメントとしての業績予想を追いながらも、新たな価値や事業モデル変革を追求し続け、

「ASV指標」への挑戦をし続け実行力を磨き向上させる「中期ASV経営」を推進。
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FY23FY22 FY30FY25

ASVをトコトン追求

「ASV指標」を目指して

一人一人が挑戦をし続けること

それでもグループが一丸となって、

わくわくして挑戦する指標＝ASV指標

実現に向けて、不確実な要素があることは想定内。

ASV指標

無形資産強化

社会価値
指標

経済価値
指標

バックキャスト

ロードマップ

業績予想
(イメージ)

経営が示す挑戦的目標

2025 ASV指標

経営が示す挑戦的目標

2030 ASV指標



企業価値 ＝

着実なキャッシュ・フロー創出↑

資本コスト（WACC）↓ 成長率↑－

with
スピードアップ
スケールアップ

企業価値算定式
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取締役会の実効性

高い実効性の取締役会、ガバナンス体制で、企業価値向上につなげていく

大きな
方向性を
示す

執行の
リスク
テイクを
促す

執行を
適切に
監督する
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ASV価値創造プロセス
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組織

技術 顧客

人財

無形
資産 知的財産

＜本日の内容＞
特許権・商標権を軸とした知財戦略を通じた

企業価値向上の実現

Ⅰ.知的財産の強化を通じたASVの実現

無形資産から生まれる知的財産

（特許権・商標権など）
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ASVレポート2023を発刊しました

（日本語）ASV_Report_2023_J_A4.pdf (ajinomoto.co.jp)
（英語）ASV_Report_2023_E_A4.pdf (ajinomoto.co.jp)

9

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/ir/library/annual/main/0/teaserItems1/0/linkList/0/link/ASV_Report_2023_J_A4.pdf
https://www.ajinomoto.co.jp/company/en/ir/library/annual/main/00/teaserItems1/0/linkList/0/link/ASV_Report_2023_E_A4.pdf


⚫ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、

本資料の発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、

予測を含んで記載しており、当社としてその実現を約束する趣旨の

ものではありません。実際の業績は、今後様々な要因によって、

大きく異なる結果となる可能性があります。

⚫ 本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる

可能性があります。

⚫ 本資料の金額は、切り捨てで表示しております。

⚫ アミノサイエンス®は味の素株式会社の登録商標です。


